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実績の
評価・
分析

本事業を開始した平成27年度は138件の設置補助を行ったが、平成28年度は92件、平成29年度は33件、平成30年度は57件と伸び
悩んでいる。
災害時の家具転倒の危険性や家具転倒防止器具設置の必要性について、防災訓練等のイベント時にＰＲしている。また、広報でも
定期的に本事業の補助内容について周知を図っているが、 飾区世論調査による家具転倒防止器具取付実施率は、平成27年度
の43％から、平成30年度は38％と下がっている。
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家具転倒防止実施率
家具転倒防止器具取付
実施率( 飾区世論調
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区ホームページや広報かつしか、地域のイベント等で、補助事業の内容についてより分かりやすく紹介していきたい。ま
た、非補助対象者向けに家具転倒防止器具設置推奨チラシを作成し、設置の必要性について啓発していきたい。
今後も、できるだけ多くの世帯へ普及するよう、啓発を継続していきたい。

事業の目的 地震発生時の家具転倒による負傷等を防ぐことを目的とする。

実施内容

平成27年度より事業開始。
■　事業内容
　地震発生時の家具転倒による被害を防ぐため、高齢者、障害のある方の居室、寝室等にある家具への転倒防止器具の
取付けを支援するもの
　取付工事は、区と災害協定を締結している信頼のある器具取付施工者が実施している。
■　助成対象者
　区内居住者で世帯全員が次のいずれかに該当する世帯の方
１　満65歳以上の方
２　身体障害者手帳（１級又は２級）の交付を受けている方
３　愛の手帳（１度又は２度）の交付を受けている方
■　補助上限額
　３万円

コスト内訳（決算）（千円）

項目 28年度

地域防災課

基本情報

施策
番号

施策 1003 災害発生時に地域で救援・応急活動を迅速に行えるようにします

令和元年度　行政評価委員会評価表 今後の方向性

事業名 家具転倒防止対策
担当部 地域振興部 評価の

視点
①方向性
②実施内

容
③実施方

法

②

防災対策は、自らの命は自らで守る「自助」が基本となるため、補助対象者は、自身で家具転倒防止器具の設置が困難
な方としている。
区ホームページや広報かつしかに本事業の助成について掲載したり、イベント時にチラシの配布や地区センターへのチラ
シ常設を行い周知を図っているが、補助件数は伸び悩んでいる。未設置世帯へのPR方法等について検討し、補助申請
件数の改善について提言いただきたい。

担当課



地震からあなたの命を守る！

住宅用家具転倒防止器具
取 付 支 援 補 助 金 制 度

区民との協働により安
全で安心して暮らせる
まちにします

近年発生した地震における家具転倒等でのけが人の割合（東京消防庁HPより）

★地震で家具類が転倒・落下・移動すると、ケガ、火災
避難障害が発生する可能性があります！

★東日本大震災の発生後、東京都内で行ったアンケート
調査では、高層階になるほど家具類が転倒・落下・移動
している割合が高くなることが分かりました

地震に対する家具転倒被害を予防する
「家具転倒防止器具」の取付工事費用を補助します。



★補助対象者 （区内居住者で世帯全員が次のいずれかに該当する方）

（１）満65歳以上の方 [証明書類：運転免許証、健康保険証のコピー]

（２）身体障害者手帳(1級又は2級)の交付を受けている方

[証明書類：身体障害者手帳のコピー]

（３）愛の手帳(1度又は2度)の交付を受けている方 [証明書類：愛の手帳のコピー]

飾区役所 地域振興部 地域防災課（ 飾区役所本庁舎５階)
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内容を審査し、対象であることを確認します。確認後、取付け工事の際に必要な

書類等をお送りします。

①申請書を入手のうえ、郵送または直接地域防災課窓口にお申込みください。

②申請書に必要事項を記載の上、封筒に上記「証明書類」を入れ、切手を貼ら

ずそのまま投かんしてください。

③対象となる建築物が借家等の場合は、申請書裏面「承諾書」に所有者等の署

名・捺印が必要です。

業者がご自宅に向かい、家具転倒防止器具を設置します。

申請

訪問取付

■申請の流れ

補助金額 ・ 詳細

■問合せ・申請書請求先■

(１) 家具転倒防止器具の取付け工事の補助額は3万円以内となっております。
3万円を超える部分については、自己負担となりますので、ご留意ください。

(２)第１回募集は ５月１５日必着受付分まで、

第２回募集は ５月1６日から８月３１日必着受付分まで

第３回募集は ９月1日から１０月３１日必着受付分まで

(注意)過去に本事業の補助金を受領している方（世帯）は申請できません。

(注意)取付け工事は、地震に対する家具転倒被害を予防するものですが、地震の揺れの大きさや周期な

どによっては、期待される効果を発揮できない場合もあります。

見積調査 業者がご自宅に向かい、家具転倒防止器具の取付けについての見積調査を実

施します。

注 見積結果についての業者からの連絡は、申込みからお時間をいただきます。ご了承ください。

事前審査

★各募集期間中の申請を取りまとめ

の上、事業者へ発注いたしますので

申請時期と取付、補助金の受け取りに

時間がかかりますのでご了承ください


